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今年、清教学園は創立 75 周年という大きな節目を迎えました。この長い歴史のなかで、

数多くの先輩たちがこの場所で学び、それぞれのミッション（使命）を携えて社会へと巣立

っていきました。この記念すべき年に、学園の日々の歩みの根幹にある一つの根本的な問い

をみなさんに投げかけたいと思います。 

「皆さんは、何のために勉強するのでしょうか」 

試験や日々の課題を目の前にしたとき、「良い点数を取りたい」「周囲からの評価を上げた

い」「少しでも有利な進路を選びたい」といった思いが胸をよぎるかもしれません。しかし、

思うような結果が出ないときに「自分には才能がないのではないか」と挫折しやすくなり、

常に不安やプレッシャーに追われることになってしまいます。心が不安で閉ざされそうにな

るとき、私たちはどのようにして学ぶ本当の理由を見出せばよいのでしょうか。その大切な

ヒントが、上掲の聖句のなかに隠されています。 

舞台は今から約 2000 年前のエルサレムです。指導者であり、心の拠り所であったイエス

が十字架で処刑され、残された弟子たちは「次は自分たちが標的になるかもしれない」とい

う恐怖のなかにいました。彼らは強い不安から、部屋の戸に鍵をかけ、心を固く閉じこもら

せていたのです。そんな絶望と不安で押しつぶされそうになっていた弟子たちの前に、復活

したイエスが現れ、最初にこう語りかけました。 

「あなたがたに平和があるように」 

イエスは重ねて言われた。「あなたがたに平和があるように。父がわたしをお遣わしに

なったように、わたしもあなたがたを遣わす。」  

 （ヨハネによる福音書 20章 21節） 

清教学園 創立 75 周年 
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「何のために勉強するのか」 （2026年 7月） 

 

この「平和」という言葉には、極めて深い意味があります。ヘブライ語で「シャローム」

という言葉ですが、単に平和を表すだけでなく、神から与えられる「完全な平安、心身の健

康、満ち足りた祝福、神との和解」を意味しているのです。つまり、イエスは弟子たちにま

ず心の落ち着きを与えようとされたのです。そして弟子たちに対し、イエスは核心となる言

葉を続けます。「父がわたしをお遣わしになったように、わたしもあなたがたを遣わす」と。  

この世界を造り、限りない愛を注いでくださる父なる神からイエスへ、そしてイエスから

弟子たちへ。イエスは、神の愛を世界に伝えるという最も尊い使命（ミッション）を弟子た

ちに引き継ぎ、彼らを送り出されたのです。この委託の言葉によって、絶望と不安に満たさ

れていた弟子たちの心は、180 度転換して熱く燃やされ、ここから世界中へと神の愛のメッ

セージを届けていくことになるのです。 

アメリカのスタンフォード大学が、2014年にある興味深い研究結果を発表しました。数千

人の高校生を対象に、日々の学習において「自己超越的な目的」――すなわち、「自分の学び

が、いつか社会の役に立ち、誰かを助ける力になる」という意識を持っている生徒ほど、困

難に対する高い忍耐力を持ち、最終的に優れた成績を収めることが明らかになったというの

です。 

「自分のためだけ」の勉強は、壁にぶつかったときに脆く崩れてしまいがちです。しかし、

「誰かのために」と捉えることができる生徒は、目の前の課題を粘り強く、その試練をも意

味のあるものと考えて、乗り越えていくことができるのです。その「誰か」が具体的に誰な

のか、どのような事柄なのかは、今はまだ分からなくても構いません。目に見えない神の計

画を信じ、目の前にいる人だけではなく、世界中の人々に誠実に仕えようとする思い。それ

こそが、真理を学び続けるための揺るぎない原動力となるのです。イエスが願われた平和を、

隣人と共に築いていくために、「わたしもあなたがたを遣わす」という御言葉を胸に、一人ひ

とりに託された賜物を豊かに生かし、日々の学びに励んでいきましょう。 

 

https://www.seikyo.ed.jp/wp/wp-content/uploads/2026/06/message202601-.pdf
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「敵のために祈ることで」                         

2026 年 6月 

聖書科 岡本 拓也              

                                                                  

 

 

 

河内長野教会の会員である児童文学作家の大谷美和子さんが清教学園中学校創立の出来

事を物語にした『青春輪舞ー清教学園物語』には、河内長野教会が開いた清教塾に通う中学

生たちが祈りと行動によって塾の教師や教会の牧師を突き動かし、中学校設立という奇跡を

起こす様子が描かれています。生徒も、教師も、教会の人々も、困難が立ちはだかる度に祈

りを重ね、歩むべき道を求める姿が印象的です。 

『青春輪舞』は主人公の山村耕平が総合学園設立の志を抱いて幕を閉じます。清教学園高

校 2期生の父から聞いた話ですが、山村耕平のモデルとなった中山昇先生は、毎日のように

早朝から河合寺のある山に登りお祈りをされていたそうです。そのお祈りの中で、この総合

学園設立を願い、どうか良い場所をお示しくださいと祈って目を開けると、雲の間から光が

差し込み、向かいの山の頂上を照らしました。1967年、そこに清教学園は移転し、現在に至

ります。 

私たちの学校は、祈りによって建てられたのです。 

祈りとは、このように人を支え、励まし、突き動かす力を持っています。皆さんも、何か

大きな壁や困難を乗り越えようとする時、もしくはクラブ活動で大会に出場した時などは、

神様に祈ることがあるのではないでしょうか。 

私たちの祈りの多くは自分や仲間のための祈りです。しかし、イエス様は「自分を迫害す

る者のために祈りなさい」と言われます。 

敵のために祈りなさいと言われてよく聞くのが、 

「（敵）が自分の罪に気付いて悔い改めますように」 

であるとか、 

「（敵）を正しい道に導いてください」 

といった、敵の変化を願う祈りです。これは、結局は相手が改心して自分が平和になること

を祈っているため、敵のための祈りとは言えません。 

しかし、わたしは言っておく。敵を愛し、自分を迫害する者のために祈りなさい。 

                              （マタイによる福音書 5章 44節） 

清教学園 創立 75 周年 

生徒自治会で祈る生徒たち（1950年代） 
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敵のために祈るからには、敵が幸せになることを祈らなければならないでしょう。敵の幸

せを祈るためには、まず敵が何を考え、求めているかを知らなければなりません。敵の気持

ちになるということです。敵の生まれ育った環境、人間関係、敵が触れるメディアや情報。

そういったものをよく調べ、観察し、その声を聞いた上で「なぜ敵がそのように考え自分を

迫害するのか」を考えなければなりません。これには、偏見に基づくことなく情報を集め、

対立する意見を冷静に受け止め、読み解き、分析し、理解しようと努力する力が必要です。 

相手の気持ちになって初めて、その人の求める幸せが何かわかります。おそらくその時、相

手から見ると自分こそが敵であったことに気づくのではないでしょうか。 

そこまでくると、相手の間違いや思い込み、自分の悪いところに客観的に気づくことがで

き、共に歩むべき道を求めて祈ることができるようになります。それが「自分を迫害する者

のために祈る」ことなのではないかと私は思います。 

共に歩むべき道を求めて祈るとすれば、それは果たして「敵」なのでしょうか。イエス様

は、敵のために祈ろうと努力することで、敵味方の枠組みを越えて隣人となる道を示されて

いるのです。 

清教学園のめざす人間像の一つに「隣人と共に平和を築く」があります。ここでいう「隣

人」が仲間のことであるならば、敵を暴力的に排除して仲間の利益を最大にすることが平和

であると考える、虚構の平和を目指す現代の大国のありようと何ら変わりません。 

真の平和を築くためには、敵味方という枠組みを超えて隣人となり、共に平和を目指さな

ければなりません。そのために私たちは「自分を迫害する者のために」祈り続けなければな

らないのです。 

世界中が自己中心主義に陥り、排他的になって紛争や戦争が止まない現代だからこそ、私

たちは清教学園の原点を思い起こし、自分を迫害する者のために祈ることができるように学

び続けたいと願います。 

 

 

 

 

 

 

 
 

大谷美和子『青春輪舞～清教学園物語～』（電子ブック）は こちら からお読みいただけます。 

 

https://www.seikyo.ed.jp/wp/wp-content/uploads/2026/05/message202601-.pdf
https://my.ebook5.net/seikyogakuen/SeikyoStory/
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「ハンセン病フィールドワーク」                        2026年 5月 

法人事務局 川畑 さとみ              

                                                                  

 

 

清教学園では、毎年 3月に「ハンセン病療養所フィールドワーク」として国立療養所長島愛生

園と邑久光明園に来訪しています。このハンセン病フィールドワークの始まりは、以前チャプレ

ンをされていた秋山英明先生が、神学校生の頃から国立療養所大島青松園に訪れ、入所者の方と

一緒に海水浴をされるなど交流を重ねられてきたことからと聞きました。先生は、入所者の方が

病気だと知ると部屋を見舞われ、最後の看取りの時も賛美歌を共に歌われたそうです。しかし、

国立療養所大島青松園では、飲料水の確保が困難で多くの外部者を受け入れ難い状況となってい

ったため、フィールドワークは、国立療養所長島愛生園と邑久光明園に変更されました。 

さて、それぞれの療養所の敷地内には、キリスト教の教会があるのですが、国立療養所邑久光

明園にある邑久光明園家族教会の壁には、河内長野教会を創立した A.D.ヘール宣教師の肖像写

真や邑久光明園家族教会創立 100 周年記念礼拝に出席された清教学園創立者の中山昇先生と植

野事務局長が写った記念写真が飾られています。私は、今年の 3月にこの二枚の写真を観ること

ができました。写真からは、長い月日は流れても、この同じ療養所に訪れたという親近感をおぼ

え深い繋がりを感じました。教会の日曜礼拝には、多い時には 200人以上の入所者の方々が出席

されていたそうです。しかし今では入所者の方々も高齢となり、外部の方がお一人で礼拝を捧げ

ているというお話を聞きました。療養所も教会も岡山県に移転する前は、現在の大阪市西淀川区

に「外島保養院」、「外島家族教会」としてありました。今に至る歴史をご紹介いたします。 

外島保養院は、1909（明治 42）年に設立され、大阪府と兵庫県の境を流れる神崎川河口近く、

周囲 2km以内に民家はなく海抜 0mの湿地帯にありました。1934年（昭和 9年）9月 21日、室戸

台風の襲来により、瞬間最大風速 60mを超えたといわれる暴風とともに、大阪湾には巨大な高潮

が押し寄せました。大阪市の西部一帯から堺、岸和田にいたる広い範囲が浸水し、特に大阪市内

の低地は、海岸から 4km以上離れたところまで水につかりました。外島保養院全体が水没し、建

物の半数以上が流失、残った建物もそのほとんどが全半壊や浸水の影響で大破し、壊滅的な状況

になりました。この台風により、全入所者 597人のおよそ 3割にあたる 173人が犠牲となり、う

ち 11人の遺体は不明のまま、職員 3人とその家族 11人も犠牲となり、工事関係者 9人を合わせ

ると、合計 196 人が亡くなりました。西淀川区内の死者・行方不明者は 248 人とされているの

で、実に 8割近くを外島保養院の犠牲者が占めていたことになります。川と海に囲まれ、生活に

は全く適さない土地に建設された外島保養院であったことを象徴する数字といえます。無事だっ

た入所者 424人のうち、その後死亡した 1人と退院した 7 人を除く 416人の委託療養先は、現国 

神御自身、「わたしは、決してあなたから離れず、決してあなたを置き去りにはしない。」

と言われました。                               （ヘブライ人への手紙 13章 5節） 

清教学園 創立 75 周年 
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立療養所松丘保養園に 50 人、現国立療養所栗生楽泉園に 98 人、現国立療養所多摩全生園に 70

人、現国立療養所長島愛生園に 78人、現国立療養所大島青松園に 70人、現国立療養所菊池恵楓

園に 50人と決まり、それぞれの療養所に旅立ち、最後の一陣が委託先に向かったのは、1か月後

の 10 月 21 日でした。そして、台風襲来から 11 か月後、外島保養院は大阪近辺で復興すること

なく、岡山県邑久郡裳掛村大字虫明長島に復興地が決定し「光明園」が建設されました。（『大阪

にあったハンセン病療養所 外島保養院』外島保養院の歴史を残す会 発行より） 

また、外島家族教会の初穂として、外島保養院で、1912（明治 45）年 10 月 11 日に A.D.ヘー

ル宣教師によって 12名の洗礼式が執り行われたという記録が下記のように残っています。 

 

困難の極みにあった明治、大正時代の療養所に福音を持ち運んだ伝道師、宣教師の働きは記憶さ

れるべきです。外島家族教会の場合、福音の種を蒔くべく、わらじに羽織姿でせっせと病院を訪

れたのは福田荒太朗先生と A.D.ヘール先生であるとされています。青年伝道師福田荒太朗、70

歳を越した長身のアメリカ人であるカンバーランド長老派の宣教師 A.D.ヘール、このお二人の

協力を思っただけで胸の熱くなるのを覚えます。（津島久雄著『悩みの日にわたしを呼べ』新教

出版社より） 

 

そして、この洗礼式での様子を、中山昇先生の著書『A.D.ヘールに学ぶ』では、下記のように

記されています。 

 

外島保養院の家族教会では 202人の入所者と職員に洗礼をさずけられたと言うことだが、この入

所者たちが、式後「おめでとう」と握手されて、驚き、喜び、「はじめて本当に人間の心にふれ

た」と感謝している喜悦の声に、この世をこえた尊さ、美しさが輝いている。 

 

ハンセン病問題について、隔離を定めた法律の廃止や国の過ちが認められた違憲判決をもって

「解決した」と言われることがありますが、現在も、回復者・家族の多くが、回復者・家族であ

ることを家族など身近な人にも話せずにいます。私たちは、常に神様からいただいている恵みを

おぼえ、A.D.ヘール先生や秋山英明先生が入所者の方々と、わけ隔てなく歩まれた歴史を未来に

語り繋げなければなりません。そしてハンセン病フィールドワークを通して、現地を訪れ未だ終

わっていない偏見や差別を再確認し、入所者の方々の尊厳の確立や社会参加を図る上で、今後も

ハンセン病に関する正しい知識を広く普及させ、誰もが共に生きられる社会をつくっていく必要

があります。 

 

 

 

https://www.seikyo.ed.jp/wp/wp-content/uploads/2026/04/Message202601-.pdf
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「好きな人に似てくる」                        2026年 3 月 

理事長・チャプレン 井上 良作              

                                                                  

 

 

 

先月、イタリアのミラノ・コルティナで、４年に一度のスポーツの祭典であるオリンピックが

開催され、各国を代表するアスリートたちの躍動に世界中が興奮しました。日本選手たちの大活

躍も連日報じられ、国中が感動と歓喜に包まれました。現代のアスリートたちの競技力における

向上は、前世代と比べて、驚異的に伸長していると思われます。指導技術の進歩や練習施設の拡

充、体躯の変化等が原因として考えられるでしょう。私は、それに加えて、デジタル機器等の普

及による「モデルへの近さ」も大きな要素となっていると考えます。今日、中高校生のスポーツ

や芸術においても、その力の向上は目を見張るものがあります。特に若者の成長に関しては、「モ

デルに倣う」という要素が非常に効果的でしょう。現代では、テクノロジーの進歩により、世界

中のモデルのパフォーマンスを瞬時に何度も繰り返し視て学び、自身の姿も振り返ることがで

き、これが大きな飛躍に繋がっていると考えられます。 

昭和の時代、男子はブルース・リー（※香港人の武術家でアクション映画の世界的スター）の

映画を観て、「アチョー」と言ってはカンフーの達人のように飛び跳ねたり、女子は誰もが「聖

子ちゃんカット」（※80年代アイドルの松田聖子の髪型）のヘアースタイルにしました。人々は、

モデルを抱き、それに「なりたい自分」を重ねます。人には、自分の好きな人に似たいと考えて

努力する能力があります。「模倣」は、教育という営みにおいて重要なのです。 

今月の聖句には、『栄光から栄光へと、主と同じ姿に造りかえられていきます。これは主の霊

の働きによることです』という言葉があります。「主と同じ姿に」と云われている、「主」とはイ

エス・キリストのことです。西洋の絵画で描かれているキリスト像は、白人で茶色の髪の毛、髭

を生やした、ハンサムで優しく強い父親のような男性のイメージです。しかし、当然のことなが

ら、私たちの外見がそういう姿に変わっていくということではないでしょう。これは、『主の霊

の働きによること』とあるように、イエスを好きな人、モデルとして心に抱く人は、イエスの霊

がその人の心に宿って、そのキャラクター（行動・価値観・生き方）がイエスに似ていくという

ことなのです。 

わたしたちは皆、顔の覆いを除かれて、鏡のように主の栄光を映し出しながら、栄光から

栄光へと、主と同じ姿に造りかえられていきます。これは主の霊の働きによることです。  

                                        （コリントの信徒への手紙二 3章 18節） 

清教学園 創立 75 周年 
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「好きな人に似てくる」 （2026 年 3月） 

がその人の心に宿って、そのキャラクター（行動・価値観・生き方）がイエスに似ていくという

ことなのです。英語の表現では、“Christlike character”,“Christlikeness”と言われます。聖書

は、私たちの人生の目的が「イエスに似た者となる」という人格形成にあり、赤ん坊であれ高齢

者であれ皆その成長途上にあり、ゴールは神の国で永遠の命が約束されていると教えています。 

それでは、イエスのキャラクターとはどのようなものでしょうか。ザアカイのように友無き者

の友となり、病のゆえに社会から疎外されている人を癒して尊厳を回復し、五千人の空腹を満た

し、十字架上の自分を罵る群衆を「父よ、彼らをおゆるしください。自分が何をしているかわか

らないのです」と神にとりなし、人に与えて赦して、果てはご自分の命を与えました。その眼差

しは常に低いところへ注がれ、ご自身は柔和で謙遜であられました。その方が、復活してパラダ

イス（神の国）にいらっしゃるということは、神はそのように相手の立場に立って考え行動する

人を、決して見捨てない身離さない、と約束しておられるということなのだと思います。 

私が尊敬するある牧師はこう言いました。「人は愛されることで安息し、愛することで満足す

る」と。『神は、ひとり子を与えるほどに世を愛された』（ヨハネによる福音書 3 章 16 節）とあ

りますので、私たちはこのままありのままで愛されており、愛されるための努力はもう必要な

い。「もっと認められたい」「もっと愛されたい」という「もっともっと」の努力は決して満足し

ない。愛されるための努力をするエネルギーがあるなら、それを、人を愛すること、受け入れる

こと、理解すること、励ますこと、に用いなさい。そうすれば、「満足」が得られると、私たちは

イエス・キリストから教えられています。 

今年も、高校３年生が立派に成長し巣立って行かれることを、大変嬉しく誇らしく思います。

「人生は出会いこそ宝」と言われます。目標とする人、憧れる人との出会いが人生を決めるとい

うことがあるでしょう。もうすでにそうした人と出会っているという人は幸いです。良き出会い

を求め、大切にしていただきたいです。一方、清教学園生は、イエスという、あらゆる時代の、

万人の救い主とすでに出会っています。みんな思いやりに富み、神様に愛された生徒たちだと思

います。何事も恐れることなく、自分の使命を信じ、賜物を生かして、世の人々の幸せに貢献し、

自身も幸せな人生を歩んでいただきたいです。 

 

 

https://www.seikyo.ed.jp/wp/wp-content/uploads/2026/03/message202601-.pdf
ueno
長方形



 

[文書の重要な部分を引用して読者の注意を引

いたり、このスペースを使って注目ポイントを

強調したりしましょう。このテキスト ボックス

は、ドラッグしてページ上の好きな場所に配置

できます。] 

「好きな人に似てくる」 （2026 年 3 月） 

がその人の心に宿って、そのキャラクター（行動・価値観・生き方）がイエスに似ていくという

ことなのです。英語の表現では、“Christlike character”,“Christlikeness”と言われます。聖書

は、私たちの人生の目的が「イエスに似た者となる」という人格形成にあり、赤ん坊であれ高齢

者であれ皆その成長途上にあり、ゴールは神の国で永遠の命が約束されていると教えています。 

それでは、イエスのキャラクターとはどのようなものでしょうか。ザアカイのように友無き者

の友となり、病のゆえに社会から疎外されている人を癒して尊厳を回復し、五千人の空腹を満た

し、十字架上の自分を罵る群衆を「父よ、彼らをおゆるしください。自分が何をしているかわか

らないのです」と神にとりなし、人に与えて赦して、果てはご自分の命を与えました。その眼差

しは常に低いところへ注がれ、ご自身は柔和で謙遜であられました。その方が、復活してパラダ

イス（神の国）にいらっしゃるということは、神はそのように相手の立場に立って考え行動する

人を、決して見捨てない身離さない、と約束しておられるということなのだと思います。 

私が尊敬するある牧師はこう言いました。「人は愛されることで安息し、愛することで満足す

る」と。『神は、ひとり子を与えるほどに世を愛された』（ヨハネによる福音書 3 章 16 節）とあ

りますので、私たちはこのままありのままで愛されており、愛されるための努力はもう必要な

い。「もっと認められたい」「もっと愛されたい」という「もっともっと」の努力は決して満足し

ない。愛されるための努力をするエネルギーがあるなら、それを、人を愛すること、受け入れる

こと、理解すること、励ますこと、に用いなさい。そうすれば、「満足」が得られると、私たちは

イエス・キリストから教えられています。 

今年も、高校３年生が立派に成長し巣立って行かれることを、大変嬉しく誇らしく思います。

「人生は出会いこそ宝」と言われます。目標とする人、憧れる人との出会いが人生を決めるとい

うことがあるでしょう。もうすでにそうした人と出会っているという人は幸いです。良き出会い

を求め、大切にしていただきたいです。一方、清教学園生は、イエスという、あらゆる時代の、

万人の救い主とすでに出会っています。みんな思いやりに富み、神様に愛された生徒たちだと思

います。何事も恐れることなく、自分の使命を信じ、賜物を生かして、世の人々の幸せに貢献し、

自身も幸せな人生を歩んでいただきたいです。 
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「あの人はどうですか」                            2026年 2月 

英語科 富阪 輝              

                                                                  

 

 

 

 

昨日、ふとインスタグラムをスクロールしていると、キラキラした友人の写真に目が留まりま

した。「うわ、すごい大勢で遊んでる。みんなオシャレな服着てるなぁ。このきれいな景色はど

こだろう」。その時、私は無意識に自分と彼らを比べていることに気づきました。「この人たちに

比べたら、自分は全然イケてないよなぁ。なんで自分ってこうなんだろう」。タイムラインに流

れてくる他人の成功や幸せと、自分の現実を比べては、勝手に自信をなくしたり、逆に「自分の

方がマシだ」と見下して安心しようとしたり。私たちの心はそんな風に、常に誰かとの比較で揺

れ動いていないでしょうか。 

 

実は、今日の聖書の箇所に登場するペテロもまた、似たような経験をしました。みなさんはペ

テロという人物をご存じですか？彼はイエス・キリストの一番弟子であり、後の教会のリーダー

となった偉大な人物です。しかし、最初から立派な「聖人」だったわけではありません。元々は

ガリラヤ湖の漁師で、性格はとにかく直情的でおっちょこちょい。「イエス様のためなら命も捨

てます！」と熱く誓ったすぐあとに、自分が窮地に陥ると怖くなって「イエスのことなんて知ら

ない」と三度も嘘をつき、誓ってまで否定して逃げ出した話はとても有名です。情熱的だけど失

敗も多い、弱くて人間臭い、それがペテロという人でした。 

 

今回の箇所は、そんな失敗だらけのペテロが、復活したイエスと再会した場面です。イエスは、

三度も「知らない」と裏切ったペテロを責めずに許し、「私の羊を飼いなさい」と新しい使命を

与えました。それは、「これからは自分のためではなく、人のために生き、最後には命をかけて

神に従う」という、厳しくも尊い道のりを意味していました。 

イエスは言われた。「わたしの来る時まで彼が生きていることをわたしが望んだとしても、

あなたには何の関係があるか。あなたは、わたしに従いなさい。」  

                                             （ヨハネによる福音書 21章 22節） 
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「あの人はどうですか」 （2026年 2月） 

                       

「ああ、許されてよかったねペテロ」と、私たちが胸をなでおろしたのもつかの間、彼はふと

振り向きます。そこには、イエスから特に愛されていたもう一人の弟子、ヨハネがいました。思

ったことをすぐに言ってしまう彼は、思わずこう尋ねてしまいます。「主よ、この人はどうなる

のでしょうか」（21節）。 

 

ここがいかにもペテロらしく、私たちの姿とも重なります。「自分は使命を告げられたけど、

あの愛されている彼はどうなんだろう」。とても素直な問いですが、せっかく大事な使命を託さ

れたのに、ペテロの視線はすぐに横に逸れ、他人との比較に向いてしまったのです。 

 

そんなペテロに、イエスはズバリと言われました。「あなたには何の関係があるか。あなたは、

わたしに従いなさい。」冷たく突き放したように聞こえるかもしれませんが、そうではありませ

ん。これはきっと、「ペテロ、あの人がどう生きるか、どんな恵みを受けるかは、君の使命や幸せ

とは関係がないんだよ。私は他の誰でもない、あなた自身と向き合いたいのだ」という、イエス

からの「比較から解放されなさい」という教えだったのです。 

 

お金やルックス、能力といった、わかりやすい物差しを使って誰かと比べても、私たちは自分

の人生を幸せに生きることはできません。それではいつまでたっても、他人があなたの幸せの基

準を決めてしまうからです。神様は、「大勢いる中の一人」としてではなく、「かけがえのないあ

なた一人」と向き合ってくださいます。勉強でも、部活でも、進路でも、横を見る必要はありま

せん。神様は、隣のあの人ではなく、あなた自身がどう生きるかを楽しみに見ておられます。 

 



 

[文書の重要な部分を引用して読者の注意を引

いたり、このスペースを使って注目ポイントを

強調したりしましょう。このテキスト ボックス

は、ドラッグしてページ上の好きな場所に配置

できます。] 

「弟も兄も」                                   2026 年 1 月 

校長 森野 章二              

                                                                  

 

 

 

 

 

上記の聖書箇所は、有名な放蕩息子のたとえの一部です。少し長いので、全てを引用すること

は避けましたが、ルカによる福音書 15章 11節～32節をお読みください（※1）。 

かいつまんで書くと、以下のような内容です。「ある人に二人の息子があり、弟の方が父に自

分の分の財産を分けてくれ、と言う。父は財産を兄弟二人に分けてやるが、弟は財産を持って旅

立ち、放蕩三昧を尽くして無駄使いしてしまう。無一文になって食べる物もなく帰ってきた弟息

子を父は温かく迎え入れ、お祝いの宴会を開く。兄はそれを見て憤り、父に抗議する。」その抗

議の言葉が冒頭の聖書箇所です。 

放蕩息子のたとえというタイトルで呼ばれる通り、この箇所は、自分勝手に放蕩三昧して無一

文になって帰ったダメ息子を父が愛を持って受け入れるというところがクローズアップされ、罪

人に対する神様の愛を描いているということが注目されてきました。しかし、それだけならば 24

節で終わりになるはずです。25節～32節の兄息子に関する記述は必要なくなります。 

清教学園で学ぶ人達、あるいはこのような聖句メッセージを読んでくださるような皆さんの中

には、弟息子のように後先を考えず放蕩三昧をして財産を食い潰すような人はあまり多くないか

もしれません。むしろ兄息子のように真面目に働いて言いつけも守るような模範的な人が多いの

ではないでしょうか。もちろん、それはとても大切なことです。 

しかし、ボロボロになって帰ってきた弟を父が優しく受け入れた時、兄息子の内側に隠されて

いたドロドロした不満が爆発します。「真面目にやってきた私に、あなたは子山羊一匹くれなか

った。それなのにあんな奴が帰って来たら肥えた子牛を振る舞ってやるのか。」 

兄息子の言葉には、怒りと同時にある種の冷たさも表れています。自分の弟のことを「あなた

のあの息子」（30節）と呼んで切り捨て、顔を見に行こうともしません。 

あなたが、自分は真面目に頑張ってきたと自負する人であれば、兄息子が怒るのも当然だ、と

考えるかもしれません。しかし、兄息子は見過ごしています。父は、財産を二人に分けてやった

（12節）のです。だから、「わたしのものは全部お前のものだ。」（31節）と父は語るのです。そ

して、兄息子が「あなたのあの息子」と突き放した弟息子を「お前のあの弟」と呼び変えます。 

 

兄は父親に言った。「このとおり、わたしは何年もお父さんに仕えています。言いつけに

背いたことは一度もありません。それなのに、わたしが友達と宴会をするために、子山羊

一匹すらくれなかったではありませんか。」       （ルカによる福音書 15章 29節） 

清教学園 創立 75 周年 

https://www.seikyo.ed.jp/wp/wp-content/uploads/2025/12/messagae202601B_Luke-15.pdf
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兄息子は恐らく考えていたのでしょう。「俺はずっと真面目にルールを守ってやってきた。欲

しい物も我慢してきた。俺こそが評価されるべき者じゃないか。あんなダメ人間の罪深い弟を愛

し、受け入れる父はどうかしている。」と。 

しかし、父は兄も弟も同様に愛していました。放蕩三昧して財産を食いつぶした弟息子の罪も、

うわべは真面目に暮らしながら、心の中に常に不満を抱き、家族を切り捨てる心の闇を持つ兄息

子の罪も、どちらも赦して受け入れたのです。 

今の時代、ネット上だけに限らず、他人のことを批判し、非難することで自分を持ち上げよう

とする人達で満ちています。特に「真面目に生きてきた」と自負する人達に、そのような傾向が

強いようです。まさに兄息子の姿です。あんな奴らと俺は違う。あいつらは何も分かっていない。

しかし、「だれでも自分を高くする者は低くされ、自分を低くする者は高くされるのです。」（ル

カによる福音書 18章 9節～14節）（※２） 

大きな躓きを経験した弟息子のような人も、一見順調な人生を歩んできたように見える兄息子

のような人も、神様の前には同じように罪人であり、同じように愛されている存在なのです。 

他人から批判され、非難され、攻撃される人も、他人を批判し、非難し、攻撃する人も、どち

らもその心は疲弊し、何も良いものは産み出されません。神様の赦しと救いの恵みを伝える聖書

のメッセージがいつの時代にも必要とされる所以です。 
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